






























































































































































































































































































に、2008 年 27 トンから、以降、順に 19 トン、



































図 3 魚種別割合 
 
図 4 干拓前・中・後 3期の年間漁獲量 
 












































































に、2008 年 27 トンから、以降、順に 19 トン、



































図 3 魚種別割合 
 
図 4 干拓前・中・後 3期の年間漁獲量 
 





















































































図 6 干拓後の漁獲量の推移 
 
図 7 干拓後のワカサギ漁獲量の推移 
 
図 8 干拓後のシラウオ漁獲量の推移 
 
図 9 干拓後のハゼ類、フナ類漁獲量の推移 

















1987 年 8 月下旬から 9 月上旬に防潮水門
工事があり、その間、台風の影響により海水
が湖内に流入した。湖内の塩分量は 10 月に
15,300ppm で、年内は 1,000ppm を超える状
態であったが、翌春には以前の状態に戻った。
（３）ヤマトシジミの大量発生  
1988 年 3 月に、調整池全体でヤマトシジミ 3
～5mm の稚貝が、約 3,000 個体/㎡の高密度で認
められた。翌 1989 年から操業され、漁獲量は
1990 年に 10,750 トンになった。しかし、その後
再生産しないことから急激に減少し、1994 年に
は 281 トン、翌 1995 年は 58 トンとなった（図
11）。2000 年以降は、2 トン以下となっている。


















































































図 6 干拓後の漁獲量の推移 
 
図 7 干拓後のワカサギ漁獲量の推移 
 
図 8 干拓後のシラウオ漁獲量の推移 
 
図 9 干拓後のハゼ類、フナ類漁獲量の推移 

















1987 年 8 月下旬から 9 月上旬に防潮水門
工事があり、その間、台風の影響により海水
が湖内に流入した。湖内の塩分量は 10 月に
15,300ppm で、年内は 1,000ppm を超える状
態であったが、翌春には以前の状態に戻った。
（３）ヤマトシジミの大量発生  
88 年 3 月に、調整池全体でヤマトシジミ 3
～5 m の稚貝が、 3, 0 個体/㎡の高密度で認
められた。翌 1989 年から操業され、漁獲量は
199 年に 10,750 トンになった。しかし、その後
再生産しないことから急激に減少し、1994 年に
は 281 トン、翌 1995 年は 58 トンとなった（図
11）。2000 年以降は、2 トン以下となっている。




















































































図 7 干拓後のワカサギ漁獲量の推移 
 
図 8 干拓後のシラウオ漁獲量の推移 
 
図 9 干拓後のハゼ類、フナ類漁獲量の推移 

















1987 年 8 月下旬から 9 月上旬に防潮水門
工事があり、その間、台風の影響により海水
が湖内に流入した。湖内の塩分量は 10 月に
15,300ppm で、年内は 1,000ppm を超える状
態であったが、翌春に 以前の状態に戻った。
（３）ヤマトシジミの大量発生  
1988 年 3 月に、調整池全体でヤマトシジミ 3
～5mm の稚貝が、約 3,000 個体/㎡の高密度で認
められた。翌 1989 年から操業され、漁獲量は
1990 年に 10,750 トンになった。しかし、その後
再生産しないこと 急激に減少し、1994 年に
は 281 トン、翌 1995 年は 58 トンとなった（図
11）。2000 年以降は、2 トン以下となっている。
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1987 年 8 月下旬から 9 月上旬に防潮 門
工事があり、その間、台風の影響 より海水
が湖内に流入した。湖内の塩分量は 10 月に
15,300ppm で、年内 1,000ppm を超える状
態であったが、翌春には以前の状態に戻った。
（３）ヤマトシジミの大量発生  
1988 年 3 月に、調整池全 でヤマトシジミ 3
～5mm の稚貝が、約 3,000 個体/㎡の高密度で認
められた。翌 1989 年から操業され、漁獲量は
1990 年に 10,750 トンになった。 かし、その後
再生産しないことから急激に減少し、1994 年に
は 281 トン、翌 1995 年は 58 トンとなった（図
11）。2000 年以降は、2 トン以下となっている。

















































































図 6 干拓後の漁獲量の推移 
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（１）シジミ類 3 種の生息状況 











1987 年 8 月下旬から 9 月上旬 防潮水門
工事があり、その間、台風の影響 より海水
が湖内に流入した。湖内の塩分量は 10 月
15,300ppm で 年内は 1, 00ppm を超える状
態であったが、翌春には以前の状態に戻った。
（３）ヤマトシジミの大量発生  
1988 年 3 月に 調整池全体でヤマトシジミ 3
～5mm の稚貝が 約 3,000 個体/㎡の高密度で認
められた。翌 1989 年から操業され、漁獲量は
1990 年に 10,750 トンになった。しかし、その後
再生産しないことから急激に減少し、1994 年に
は 281 トン、翌 1995 年は 58 トンとなった（図
11）。2000 年以降は、2 トン以下となっている。
なお、漁獲量はその前の 1957 年および 1966


















































































































































は 1966 年に組合員 988 人が創立し、その後組合
員数は 1975 年 1,093 人であったが、2013 年には
221 人まで減少した（5 年間隔、図 12）。
減少傾向は一定ではなく、1980年 828人、1993






図 12 八郎湖増殖漁協組合員数の推移 
７）漁獲量と漁業者数 
















を 2002 年と直近の 2012 年を比較すると、大き
く激減したのは雑さし網（105件から 15件に）、





操業するもので、許可は 10 月 1 日から 1 か月間






































y = 621.55ln(x) - 3262.6 
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ワカサギ シラウオ ハゼ類 フナ類 オオクチバ　　ス
ワカサギ ― 0.465 0.287 0.231 0.246
シラウオ 0.175 ― 0.286 0.266 0.177
ハゼ類 0.421 0.422 ― 0.608 0.891
フナ類 0.52 0.457 0.062 ― 0.837
オオクチ
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